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と感じたからだ。

早稲田に自己推薦枠や一般入試で

入学し入部する選手は「いい子」が

多い。「これから努力して、いつか

みんなで勝つ」。そんな価値観を持

った選手たちが、スポーツ推薦枠も

少なく、戦力では恵まれない早稲田

を強豪校たらしめているには違いな

い。しかし、「いつかみんなで」で

はなく、「今、目の前のやつに勝つ」

という勝利に対する貪欲さもチーム

には必要だと常々感じていた。

時間と足を使って候補者を 
探し、ヒアリングする

Aくんが持つ勝負に対するこだわ

りというようなものは、１度や２度

会っただけではわからない。そこを

見極めるため、高校を回ったり、公

式試合を観に行ったりと、１、２年

生のうちから多くの選手を見ること

に時間と足を使った。注目する選手

がいれば、所属する高校の監督やコ

ーチにその選手の人となりも聞くよ

うにしていた。プレーを見るだけで

スポーツ推薦枠で誰を採るか。も

ともと他校と比較して推薦枠が非常

に少ない早稲田大学ラグビー蹴球部

にとって、これは毎年の大きな関心

事だった。数多いる全国の高校ラグ

ビーの優秀な選手から、推薦枠とし

て選べるのはたった３人である。

選定は、「人ありき」ではなく「採

用基準ありき」だ。スター選手を集

めるのではなく、「今年はこのポジ

ションを強化するためにこういう選

手を採ろう」という考え方をする。

僕が選ぶ場合、その採用基準はかな

り尖っていた。それはたいてい、ラ

グビーのスキルの高さだけではない。

2009年度の推薦枠で採った１人

に、Aくんという選手がいた。彼の

ポジションは、この年に強化すべき

プロップ。前線でスクラムを組むポ

ジションである。彼はとても生意気

で、自分勝手な性格だといわれてい

た。僕はそこを見込んで採用した、

と言っても過言ではない。その生意

気さは、「絶対に勝つ」という勝負

へのこだわりがベースになっている

採用する人と育成する人が方針のすり合わせを
怠れば、尖った人材を丸くしてしまう
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中竹竜二氏

「出る杭」をいかに採用し、育てるか
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個を育て自律を促す、覚 悟のマネジメント

2010年2月まで早稲田大学ラグビー

蹴球部の陣頭指揮を執ってきた中竹

竜二氏。彼は「自分でモノを考える

こと」を忘れかけた選手達の個を育

て、自律を促し、2年連続全国大学

選手権1位に導いた。その背景にあ

る中竹流・若手人材の覚悟のマネジ

メントを紹介していく。今回は、採

用と育成の工夫で、尖った人材を確

保する方法を考える。



6 2 D E C  2 0 1 0  - - -  J A N  2 0 1 1 D E C  2 0 1 0  - - -  J A N  2 0 1 1 6 36 2 D E C  2 0 1 0  - - -  J A N  2 0 1 1 D E C  2 0 1 0  - - -  J A N  2 0 1 1 6 3

はわからない、物事に向き合う姿勢

や意欲の高さ、性格を知ることがで

きるからだ。

Aくんの場合も、そのような過程

を経て、僕に強く印象付けられた。

もちろん、そのスキルの高さや活

躍のポテンシャルも必須である。そ

れも、高校ラグビーでの活躍ぶりに

注目するだけでは測れないといった

ら、意外に思われるだろうか。

たとえばAくんは、いわゆるスタ

ー選手ではなかった。しかし、オー

プンキャンパスに集まった高校生の

なかで、彼のスクラムの力強さは群

を抜いていた。実際にコーチたちが

スクラムを組んだからこそ、その凄

まじさに気づいた。コーチ陣の誰も

が「彼はすごい」と太鼓判を押した。

彼と同じポジションのBくんは、高

校ラグビーでも大活躍したスター選

手だった。僕は彼のプレーを評価し

ていたし、その賢さ、人間性の高さ

から、ぜひ推薦枠でほしいと思って

いた。しかしスクラムを組んだコー

チたちから、「大学ラグビーでは無理」

た人の言葉は重く、また、スクラム

を組んだ瞬間に明らかになることは

多いということだ。それが難しくて

も、採用基準を明確にし、それを測

るプログラムを組めば、短期インタ

ーンシップでも効果はあるはずだ。

生意気さを評価したのに 
発揮できなければ意味はない

さて、後日談である。生意気さと

ポテンシャルの高さが評価され入部

したAくんは、１年生の夏休みまで

「腐っていた」。当初４軍に置かれた

ことで、彼は「なんで自分がこんな

ところで」と本気を出さずにいた。

「彼を１軍や２軍に上げたら、チー

ムのモラルが下がる」とコーチは言

ったが、僕が独断で引き上げた。す

ると、負けず嫌いのAくんは俄然本

気になって、めきめきと頭角を現し、

秋には１年生ながらレギュラーの座

を獲得した。実力派の先輩に囲まれ

て、生意気さはいい方向に傾いた。

このときコーチに、「生意気さを

評価して採ったのに、なぜ、それを

発揮させないのか」と強調した。せ

っかく「出る杭」がほしくて採った

にもかかわらず育成の方針を変えて

は、「出る杭」として育たない。採

用する人と育成する人がひざを突き

合わせたすり合わせを怠れば、尖っ

た人材を丸くしてしまいかねない。

厳選して、厳選して採った推薦枠

の選手が、入部後、活躍できる確率

は５割。監督就任直後、多くの人に

そう言われた。しかし、採用の仕組

みと、その後の育成方針のすり合わ

せによって、成功確率は９割まで上

がったと自負している。

と大反対を受けて断念した。たとえ

高校で活躍した選手でも、大学とい

う異なる環境に移ったときに果たし

て通用するか、より成長できるか、

そこまで見極める必要がある。

長い時間をかけて候補者を見つけ、

長期間ウォッチし、その選手のこと

をよく知る人からヒアリングする。

そして、実際に大学レベルの環境で

プレーをさせてスキルとポテンシャ

ルを測る。推薦を決定するまでに、

僕たちはこれだけのことをしてきた。

講演や研修で企業を訪問すると、

皆口を揃えて「人が財産」だと言う

が、多くの人数を採用するためか、

あるいは採用担当が少ないためか、

ネットでのエントリー受付と適性テ

スト、面接をメインに人を採用する

企業がほとんどだ。しかし、学生の

物事への取り組み姿勢、行動特性、

場合によって知識、スキルまで知ろ

うとするならば、ゼミの担当教授に

話を聞いたり、業務に近いことをや

らせてみたり、という労力が必要で

はないかと思う。実際に指導してき




